
三重とこわか国体・三重とこわか大会
マスコットキャラクター とこまる

第
２
次
三
重
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

平
成
三
十
一
年
三
月　
　
　

三
重
県

平成31年3月

三重県

平成31年3月

三重県

第２次
三重県スポーツ推進計画



第２次三重県スポーツ推進計画の

策定にあたって

県では、「県民力を結集した元気なみえ」の実現をめざし、2015（平成 27）年に
「三重県スポーツ推進条例」を施行するとともに、2018（平成 30）年までの４年
間を計画期間とする「三重県スポーツ推進計画」を策定し、子どもの体力向上や地
域のスポーツ活動の推進、競技力の向上、障がい者スポーツの裾野の拡大等に取り
組んできました。

このうち、2018（平成 30）年に開催した全国高等学校総合体育大会（インター
ハイ）は、高校生の大活躍により成功裏に終えることができました。この経験を生
かし、さらに続く 2020年の全国中学校体育大会、2021年の「三重とこわか国体・
三重とこわか大会」等の大規模大会の開催を本県のスポーツ推進の好機とし、さら
に終了後も見据えて取組を進めていくため、2022 年度までの「第２次三重県スポー
ツ推進計画」を策定いたしました。

本計画においては、三重とこわか国体での天皇杯・皇后杯の獲得とともに、三重
とこわか国体・三重とこわか大会を「オール三重」で取り組み、両大会を成功に導
くことはもちろんのこと、開催を通じて得られるさまざまなレガシーを広く継承し、
スポーツを通じた人づくり、地域づくりにつなげていくことに重点を置いています。

本計画に基づく取組を着実に実行していくことで、スポーツを「する」「みる」
「支える」人を拡げ、スポーツを通じた「県民力を結集した元気なみえ」の実現を
めざしてまいります。

最後になりましたが、本計画の策定にあたって、ご尽力いただきました三重県ス
ポーツ推進審議会の委員の皆様をはじめ、貴重なご意見をお寄せいただきました県
民の方々、関係者の皆様に心から感謝申し上げます。

平成 31年３月
三重県知事 鈴木 英敬
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❶

１ 計画の策定趣旨
本県では、2015（平成 27）年、スポーツの持つ価値を最大限に活用し、県民の自主

的かつ主体的な参画を得ながら、スポーツを通じた人づくり及び地域づくりを推進する
ことを基本的な考え方として、県民がスポーツの価値を広く享受し、「県民力を結集した
元気なみえ」をめざす姿とする「三重県スポーツ推進条例」（以下、「条例」という。）を
施行しました。
そして、条例のめざす姿を実現し、スポーツの推進に関する施策の総合的かつ計画的

な推進を図るため、「三重県スポーツ推進計画」（以下、「現行計画」という。）を策定し、
2018（平成 30）年までの４年間を計画期間として、子どもの体力向上や地域における
スポーツ活動の推進、競技力の向上、障がい者スポーツの裾野の拡大等に取り組んでき
ました。
また、2018（平成 30）年に開催された全国高等学校総合体育大会（インターハイ）

に続き、2020年の全国中学校体育大会、2021年の第 76回国民体育大会（以下、「三重
とこわか国体」という。）及び第 21回全国障害者スポーツ大会（以下、「三重とこわか大
会」という。）と、大規模なスポーツ大会が本県で連続して開催されます。さらに、全国
に目を向けると、2019（平成 31）年に「ラグビーワールドカップ」、2020年に東京
オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を控えています。
これを絶好の機会と捉えて、2017（平成 29）年からの５年間を「みえのスポーツイヤー」

として、より一層スポーツの推進に向けた取組を進めることとしています。
このため、2021年に開催する三重とこわか国体・三重とこわか大会を見据え、現行計

画における取組の検証や、スポーツを取り巻く状況の変化をふまえて、2019（平成 31）
年度以降の本県のスポーツの推進に関する取組を「第２次三重県スポーツ推進計画」（以
下、「本計画」という。）として策定するものです。

２ 現行計画にかかる取組の検証
現行計画に基づき、子どもの体力や競技力の向上、スポーツを通じた地域の活性化、

施設の整備等に取り組みました。本県が継続して実施している調査(ｅ-モニター)による
と、スポーツで夢や感動が育まれていると感じる県民の割合は 80％台を維持しています。

【施策１ 子どもの体力向上とスポーツ活動の充実】
体育担当教員への研修による体育授業の充実や各学校における体力向上の目標設定、

体育の授業以外で体力・運動能力の向上に係る取組である「１学校１運動プロジェクト」
の推進、運動部活動顧問への研修による指導力の向上等の取組により、全国調査にお
ける体力合計点の全国との比較（小学５年生男女及び中学２年生男女の都道府県別平
均値との比較指数）が、2014（平成 26）年度から 2018（平成 30）年度にかけて 44.5
から 51.3まで上昇する等、確実に取組の成果がみられ、全国平均を上回ることができ
ました。
学校における取組は着実に進んでいますが、今後、目標を達成するためには、学校

だけでなく地域や保護者に対して運動の重要性を啓発・情報発信する必要があります。
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【施策２ 地域におけるスポーツ活動の推進】
スポーツ推進月間の設定や各種スポーツイベントの開催、総合型地域スポーツクラ

ブの育成・支援に関する取組等を実施し、県民がスポーツに親しむ環境の整備に努め
ましたが、目標であるスポーツ実施率は過去数年 50％前後となっています。
特に男女とも、30～40歳代の実施率が低い（30歳代︓31.7％ 40歳代︓39.4％）

ことから、仕事や育児・家事等が忙しい“ビジネスパーソン世代”の実施率の底上げを図
る必要があります。

【施策３ 競技力の向上】
競技力の向上に向けて、各世代別の選手や運動部・チームの育成・強化にかかる各

種支援等を行いました。
2018（平成 30)年の福井国体では、男女総合成績は 20位となり、取組の成果は着

実に現れてきていますが、目標としていた 10位台にはあと一歩届きませんでした。
また、ジュニア・少年世代では、優れた指導者の育成や指導体制の整備、成年では、

よりレベルの高い選手の県内定着及び競技環境等の整備が課題となっています。
三重とこわか国体に向けて、重点的かつ戦略的に競技力向上の取組を進める必要が

あります。

【施策４ 障がい者によるスポーツ活動の推進】
障がい者スポーツ指導員や審判員等、障がい者スポーツを支える関係者の計画的な

養成、また、障がい者スポーツ競技団体への支援等の取組を行い、障がい者スポーツ
の理解・促進につなげることができました。
三重とこわか大会の開催に向けて、これまでの取組を継続して行い、障がい者スポ

ーツの普及・啓発と参加意欲の向上、障がいのある人がスポーツに取り組む機会の充
実を図る必要があります。

【施策５ スポーツを通じた地域の活性化】
スポーツ大会等のイベントにより地域活性化に取り組む市町に対して、アドバイザー

の派遣や、総合型地域スポーツクラブ等におけるトップチームの活用促進等、スポーツ
を通じた地域活性化の取組が継続・拡充するよう支援しました。また、東京オリンピ
ック・パラリンピック競技大会の事前キャンプ地誘致に取り組み、誘致実現やホスト
タウンへの展開等、徐々に進みつつあります。
今後、三重とこわか国体・三重とこわか大会等の開催後も見据えて、スポーツを通

じた地域活性化の取組を支援・促進していく必要があります。

【施策６ 施設の整備等】
三重とこわか国体・三重とこわか大会の開催に向け、県営スポーツ施設について必

要となる大規模改修や、「三重県スポーツ施設整備計画」に基づいて創設した補助金制
度を活用し、市町の拠点施設等の整備を進めました。
今後も引き続き、より多くの県民の皆さんがスポーツ施設を利用できるよう、必要

な施設の整備や、利用者の満足度向上と効果的・効率的な運営、施設機能の維持、向
上につながる取組を継続して進める必要があります。
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【施策７ 大規模大会の開催を契機としたスポーツの推進】
全国高等学校総合体育大会（インターハイ）や三重とこわか国体・三重とこわか大会

をはじめとした、大規模なスポーツ大会の開催準備を着実に進めることができました。
全国高等学校総合体育大会では、本県で総合開会式と 14競技 15種目が実施され、

本県選手の活躍もあり、スポーツへの関心、機運が大いに高まりました。また、三重
とこわか国体では、県民誰もが参加できるデモンストレーションスポーツ等も含め、
県内全 29市町で１つ以上の競技を行うこととなりました。
今後も引き続き準備を進め、大規模大会開催のレガシー（遺産）を次世代に引き継

ぐことで、開催を一過性のものとせず、県民のスポーツへの関心を継続させる必要が
あります。

３ スポーツを取り巻く環境の変化

現行計画策定後における、スポーツを取り巻く環境の変化は次のとおりです。
（１）国の動向

【スポーツ庁の創設と「第２期スポーツ基本計画」の策定等】

国においては、2011（平成 23）年に施行された「スポーツ基本法」のもと、スポ
ーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは全ての人々の権利であるとされ、スポー
ツ立国の実現をめざすとしています。
また、2015（平成 27）年には、スポーツ庁の創設により、スポーツ行政を総合的・

一体的に推進する体制が整えられました。
さらに、2017（平成 29）年に策定された「第２期スポーツ基本計画」では、スポ

ーツの推進に留まらず、「スポーツの価値」の向上に重点を置いた取組が進められてい
ます。
この計画では、すべての人がスポーツに関わり「スポーツの価値」を向上させ、「一

億総スポーツ社会」の実現をめざし、また異分野との連携・協働を積極的に進めるこ
とで「スポーツの価値」を具現化し、医療費の抑制や地方創生、共生社会の実現、地
域活性化といった、「社会の課題解決に貢献」することが、新しい視点として取り入れ
られています。

【運動部活動のガイドライン策定】

2018（平成 30）年、スポーツ庁は「運動部活動の在り方に関する総合的なガイド
ライン」を策定しました。このガイドラインでは、生徒にとって望ましいスポーツ環
境を構築するため、運動部活動の休養日設定や１日当たりの活動時間の目安、地域の
スポーツクラブとの連携等が示されており、地域や学校、競技種目等に応じて、運動
部活動が多様な形で適切に実施されることをめざしています。
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【東京オリンピック・パラリンピック等の開催に向けたスポーツへの関心、

機運の高まり】

2020 年に開催される東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けて、
実施種目や競技会場、大会エンブレム、マスコットの選定等、準備が進められていま
す。1964（昭和 39）年に開催された前回の東京オリンピック・パラリンピック競技
大会以後、56年ぶりに開催される国内での夏季オリンピックに向けた、スポーツへの
関心、機運はこれまで以上に高まっています。本県でも、四日市市・鈴鹿市・津市に
おいて、各国代表選手による事前キャンプ地の誘致が決定しています。
さらに、2019（平成 31）年に「ラグビーワールドカップ」、2021年には「ワールド

マスターズゲームズ 2021 関西」と世界規模の大規模スポーツ大会が連続して日本で
開催され、スポーツへの注目がより集まることが予想されます。
また、2016（平成 28）年のリオデジャネイロパラリンピック、2018（平成 30）

年の平昌パラリンピック等、国際大会での日本人選手の活躍により、障がい者スポーツ
に対する注目も集まっています。

（２）県内の情勢

【大規模大会の開催によるスポーツ推進の好機】

本県では、2018（平成 30）年に全国高等学校総合体育大会（インターハイ）が開
催されました。さらに、2020年に全国中学校体育大会、2021年には三重とこわか国
体・三重とこわか大会の開催を控えています。2017（平成 29）年からの５年間を
スポーツ推進の好機である「みえのスポーツイヤー」と位置づけ、県民の皆さんの一
体感を醸成し、地域の活性化につなげていくため、さまざまな取組を進めており、県
民の皆さんの関心や機運が高まりつつあります。
大規模大会の開催に向けて、引き続き市町や競技団体等と緊密に連携し、「オール三

重」で着実に準備を進めることで、「みえのスポーツイヤー」を成功につなげることが
求められています。

2018（平成 30）年 全国高等学校総合体育大会 開会式
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【地域のスポーツ資源を活用した取組】

近年、地域のスポーツ資源を活用した新たな取組が県内各地で展開されつつありま
す。その場所でしか体験できないスポーツ資源を生かし、サイクリング、マリンスポ
ーツ、トライアスロン等をテーマとして、環境の整備や大規模大会の開催等、地域活
性化につながる取組が行われています。
また、地域のスポーツ資源として、クラブチームの活動も挙げられます。サッカー

では、2017（平成 29）年に「ヴィアティン三重」が、2018（平成 30）年には「鈴
鹿アンリミテッド」が、それぞれ日本フットボールリーグに昇格し、Ｊリーグへの参
画をめざして活動しています。また、女子サッカー「伊賀フットボールクラブくノ一」
は、なでしこリーグ１部に昇格するとともに、三重県代表として出場した福井しあわ
せ元気国体 2018 で優勝を飾りました。さらに、2017（平成 29）年には、女子７人
制ラグビーチーム「パールズ」が全国大会を制する等、今後の活躍が期待されます。

４ 計画の基本方針
現行計画で残された課題と環境の変化をふまえつつ、本計画を策定することとしました。

（１）計画のめざす姿
本計画は、条例のめざす姿である、スポーツの持つ価値を県民の皆さんはじめ、さま

ざまな主体で共有しながら、「県民力を結集した元気なみえ」を実現するため、本県が行
う具体的な取組を整理したものです。

（２）計画の期間

現行計画の期間が、三重とこわか国体・三重とこわか大会後の 2022 年までの８年間
を見据えて、2015（平成 27）年度から 2018（平成 30）年度までの４年間とされてい
ることから、本計画の期間は 2019（平成 31）年度から 2022年度までの４年間としま
す。

（３）計画の施策体系
本計画の推進施策は、条例の第２章「スポーツの推進に関する基本となる施策」で定

める「子どもの体力の向上及びスポーツ活動の充実」、「地域におけるスポーツ活動の
推進」、「競技力の向上」、「障がい者によるスポーツ活動の推進」、「スポーツを通じた
地域の活性化」の５つの基本施策に対応して位置づけを行いました。
さらに、本県のスポーツ推進の好機である 2021年の三重とこわか国体・三重とこわ

か大会等の大規模大会の開催に向けた取組を、「施設の整備等」「大規模大会の開催を契
機としたスポーツの推進」として位置づけ、７つの推進施策を柱として整理しました。
めざす姿の実現に向けて、それぞれの推進施策が密接に関係しながら取組を進めていき
ます。
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５ 計画の特徴
本計画に基づきスポーツ推進の取組を進める中で、特に重点的に取り組むポイントは、

次の３つです。
【１ 三重とこわか国体・三重とこわか大会の成功】

三重とこわか国体・三重とこわか大会の成功に向けて、県民の皆さんが両大会に
「する」「みる」「支える」といったさまざまな形で関わっていただけるよう、市町や
競技団体等と緊密に連携し、「オール三重」で開催準備と大会運営に万全を期していき
ます。さらに、三重とこわか国体での天皇杯・皇后杯の獲得をめざすとともに、国体
後も競技力が引き続き維持されるよう、人材の定着や競技環境等の整備に努めます。

【２ 障がい者スポーツの裾野の拡大】
本県では、ボッチャ国際大会の開催(2018（平成 30）年３月)や英国パラスイミング

チームの合宿(2018（平成 30）年９月)、日本パラ水泳選手権大会(2018（平成 30）
年 12月)の誘致を行うなど、障がい者スポーツを「する」「みる」「支える」ことへの
関心や理解を高める取組を進めており、これらの取組に引き続き、三重とこわか大会
を開催することで、県民の皆さんの障がい者スポーツへの関心をより一層高めるとと
もに、障がいのある人がスポーツに取り組む機会の充実と参加意欲の向上を図ります。
そして、共生社会の実現に向けて、障がいのある人がスポーツを通じて、自己の能

力を最大限発揮し、自己実現をめざすことができるよう取り組みます。

【３ 大規模大会のレガシー（遺産）を継承】
全国高等学校総合体育大会（インターハイ）、三重とこわか国体・三重とこわか大会、

さらには東京オリンピック・パラリンピック競技大会に関する取組（事前キャンプ地
誘致、聖火リレー等）に「オール三重」で取り組むことで得られる有形・無形のレガシー
を広く継承し、スポーツを通じた人づくり、地域づくりにつなげていきます。

2018（平成 30）年 ボッチャ国際大会

BISFed 2018 アジア・オセアニア地区ボッチャオープン
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○推進施策の記載内容について
推進施策では、下記の内容を記載しています。

＜推進施策の基本的な取組方向＞
推進施策の取組概要を記載しています。

＜現状と課題＞
計画策定にあたっての現状と課題について記載しています。

＜取組内容＞
取組の方向性を記載しています。

＜2022年度の到達目標＞
目標項目、数値目標、目標項目の説明、目標値の選定理由、目標値の考え方を記載
しています。

福井しあわせ元気国体 2018 三重県選手団
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推進施策１　子どもの体力向上とスポーツ活動の充実

推進施策の基本的な取組方向

現状と課題

❽

子ども（※１）の時期に培われる柔軟性や筋力、持久力等の基礎的な体力、さらにこの時
期に身に付けた運動習慣は、生涯にわたって健康の保持や増進に重要な役割を果たすとと
もに、意欲や気力の充実に大きく関わる活動の源となりますが、一部の子どもは運動時間
が少なく、中学校では、積極的に運動する子どもとの間で二極化する傾向がみられます。
本推進施策では、子どもが運動・スポーツを好きになり、自ら日常的に体を動かす習慣

を身に付けるための取組を推進することで、体力の向上とスポーツ活動の充実をめざして
いきます。

外遊びをする場所が減っていること等、子どもを取り巻く生活環境が大きく変化する中
で、子どもが遊びや地域の活動等を通じて、運動・スポーツをする機会が大幅に減少して
います。
スポーツ庁の「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果、本県の子どもの体力合

計点（※２）は全国平均値と比較して低い状況にあったことから、学校における体力向上の
目標設定、１学校１運動、新体力テストの継続実施等の取組を進めました。
その結果、本県の子どもの体力合計点は上昇し、小学５年生男女及び中学２年生男女の

都道府県別平均値との比較指数は、2014 (平成26)年度から2018 (平成30)年度にかけて
44.5から51.3まで上昇し、全国平均を上回ることができました。
しかしながら、小学校、中学校ともに、１週間の総運動時間が60分に満たない子どもが

一定数おり、さらに中学校では、運動習慣のある子どもと、そうでない子どもとの二極化
傾向が見られます。
このような状況に対応するため、学校での取組に加え、家庭や地域と連携し、子どもが

運動・スポーツをする機会を拡充する取組が求められています。
学校では、子どもが運動・スポーツの楽しさや喜びを知り、体を動かすことが好きにな

るような体育の授業をめざして、授業の工夫や改善を進めるとともに、子どもが日常的に
運動・スポーツをする機会を増やす取組や、家庭や保護者を対象に、運動習慣の重要性を
普及・啓発する取組が必要です。
さらに、子どもが自らの体力や運動能力に関心を持ち、意欲的に運動・スポーツに取り

組めるよう、新体力テスト（スポーツ庁が実施する体力・運動能力テスト）の結果を、子
どもたち一人ひとりの「体力の成長記録」として有効に活用し、家庭や保護者と情報を共
有することが重要です。
学校教育の一環として行われる運動部活動は、生徒が、スポーツ活動を通じて楽しさや

喜びを味わい、豊かな学校生活を経験できる貴重な活動であるとともに、体力の向上や他
者との協力により、他者を尊重する気持ちや実践的な思考力・判断力、また、責任感や連
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取組内容

❾

帯感を育む等、良好な人間関係を培う場として、生徒の自己実現に大きな役割を果たすも
のです。

2018（平成30）年３月、本県ではスポーツ医・科学の視点から適度な活動や睡眠時間
の確保等を通じて生徒の健やかな成長につなげるとともに、指導にあたる教員の負担軽減
を図り、部活動がより一層有意義な活動となるための指針である「三重県部活動ガイドラ
イン」を策定しました。
運動部活動の適正化を図りつつ、子どもが意欲的に活動できるよう、指導者の確保と指

導力の向上を図り、専門的な指導を求める生徒のニーズに応え、運動部活動を活性化させ
る必要があります。

（１）家庭や地域と連携した子どもの運動機会の拡充

地域では、総合型地域スポーツクラブやスポーツ少年団、レクリエーション活動団体等、
子どもがスポーツに親しむ機会が多くあります。市町等と連携して、これらの機会を生か
して、家庭で運動・スポーツに親しむこと等、地域での子どもの運動機会の拡充をめざし
ます。また、家庭・保護者等を対象にした普及・啓発を行い、子どもの運動習慣の定着を
図ります。
① 三重県スポーツ推進条例に基づき毎年９月、10月に設定するスポーツ推進月間では、
幼児期の子どもを含め、家庭で運動・スポーツに親しむためのイベントの開催や、（一社）
三重県レクリエーション協会等と連携して、子どもが気軽に参加でき、家庭で楽しめ
るレクリエーションの普及に努めていきます。
また、より多くの県民の皆さんが運動・スポーツに親しむことができるよう、ホーム

ページや広報紙等を活用し、わかりやすい情報の提供を進めていきます。
② 家庭・保護者等を対象に、子どもの健康・体力の向上や、運動習慣の重要性、その
取組方法に関して、普及・啓発するために、継続してイベントや講演会を開催し、子
どもの運動習慣の定着を図ります。

（２）体育授業の充実

子どもの運動習慣の定着には、遊びを通じた幼児期の運動が重要であるため、保育所・
幼稚園・認定こども園等において、子どもが遊び等を通じて運動習慣を身に付けることが
できるよう取組を進めます。
さらに、子どもが、体育の授業を通じて運動・スポーツの楽しさや喜びを知り、体を動

かすことが好きになるよう、教員の指導力向上を図るとともに、学校における新体力テス
トの取組を促進します。また、各学校において、家庭・保護者等と「体力の成長記録」を
共有し、子どもの運動習慣の定着を図ります。
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② 運動部活動が適切かつ効果的に運営され、生徒が意欲的に活動できるよう、指導者
を対象とした研修会を開催し、指導力の向上を図ります。

③ 運動部活動の指導を充実させるため、専門性を有する地域の指導者を外部指導者と
して学校に派遣するとともに、市町教育委員会と連携し、顧問として指導ができる部
活動指導員の配置に取り組みます。

④ 全国中学校体育大会の開催により、運動部活動の活性化を図るとともに、全国大会
等に出場する生徒の活動を支援します。

⑤ 2020年の全国中学校体育大会の開催を、本県におけるスポーツの推進につなげる
ため、関係機関・競技団体等との連携を進め、心に残る感動あふれる大会の開催をめ
ざします。

※１ 子ども
「三重県子ども条例」（2011（平成 23）年４月１日施行）第２条に規定する「18 歳未満の者」
をいいます。

※２ 体力合計点の全国との比較
小学校５年生男女および中学校２年生男女の都道府県別平均値との比較指数

＜2022 年度の到達目標＞

目標項目 現状値

2017 (平成 29)年度

目標値

2022 年度

目標項目の説明

「全国体力・運動

能力、運動習慣等

調査」の結果

48.81 51.5 「全国体力・運動能

力、運動習慣等調査」

における本県の体力合

計点の全国との比較

（小学校５年生男女お

よび中学校２年生男女

の都道府県別平均値と

の比較指数）

＜目標項目の選定理由＞
本県の子どもの体力状況を全国と客観的に比較し、子どもの体力向上を図る観点から、
当該目標項目を選定しました。

＜目標値の考え方＞
「三重県教育ビジョン」に定める 2019（平成 31）年の目標値を達成し、その後も目標値
を維持するものとして設定しました。
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推進施策２　地域におけるスポーツ活動の推進
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推進施策の基本的な取組方向

現状と課題

12

運動・スポーツは、年齢、性別、障がい等を問わず、誰もが親しむことができるもので
す。また、国の「第２期スポーツ基本計画」では、すべての人々が運動・スポーツを「す
る」「みる」「支える」ことで、「スポーツの価値」を向上させ、「一億総スポーツ社会」を
めざすとしています。
本推進施策では、県民の皆さんが運動・スポーツに触れて、親しむための機会の創出や、

地域でのスポーツ推進の核となる総合型地域スポーツクラブ（※１）での取組と連携しなが
ら、運動・スポーツに親しむ人々の拡大を図ります。また、ライフステージに応じた運動・
スポーツによる健康づくりを進め、誰もが健康に暮らすことのできる社会の実現をめざし
ていきます。

本県の「ｅ-モニター」の調査結果では、「成人の週１回以上の運動・スポーツ実施率」
は、45.1％（2018（平成30）年度）となっています。調査結果の傾向として、年代では
30～40歳代のビジネスパーソン世代（※２）の運動・スポーツ実施率が低迷し、また、性別
では男性と比較して女性の実施率が低くなっています。国の「第２期スポーツ基本計画」
では、「成人の週１回以上の運動・スポーツ実施率」の目標値は65％程度とされており、
実施率の底上げには、特に実施率が低い世代や、女性に特化した対策を取ることが必要です。
スポーツを通じた市町相互の交流、連携の促進や、県内スポーツのさらなる推進をめざ

して開催してきました「美し国三重市町対抗駅伝」では、沿道での応援、ゴール地点での
来場者数はここ数年15万人を超えており、家庭や地域に一体感をもたらすスポーツイベン
トとなっています。スポーツイベントを通じて、家庭や地域での一体感の醸成が期待でき
ることから、このようなイベントを継続して開催することが重要です。
総合型地域スポーツクラブについては、県内で64のクラブが設立されており、26,000

人を超える会員が活動をしています。会員構成をみると、女性の割合が半数以上を占めて
おり、60歳以上の方の割合が３割程度となっています。このことから、総合型地域スポー
ツクラブが、女性や高齢者が運動・スポーツに親しむための場として有効に機能している
と考えられます。そのため、総合型地域スポーツクラブの育成と、安定した運営に向けた
支援を通じて、誰もが運動・スポーツに親しむことができる環境づくりが求められていま
す。
これらをふまえ、県民の皆さんが運動・スポーツを「する」「みる」「支える」ことに積

極的に取り組めるよう、特に運動・スポーツ実施率が低い30～40歳代のビジネスパーソ
ンや女性を中心として、実施率低下の原因を的確に分析するとともに、効果的な啓発等の
対策を講じることが急務となっています。
また、年齢や性別、障がいの有無等に関わらず、すべての県民の皆さんが気軽に運動・

スポーツに取り組める環境の整備が必要です。
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① クラブアドバイザーが、市町や総合型地域スポーツクラブを訪問し、現状や課題を
把握するとともに、効果的・継続的な支援を行い、誰もが地域のスポーツ活動に参加
しやすい環境づくりを進めていきます。
また、関係団体等と総合型地域スポーツクラブの支援体制について協議し、連携・

協働による支援体制づくりを進めます。
② 総合型地域スポーツクラブ相互の交流・連携に加え、関係団体との交流・連携を促
すことにより、総合型地域スポーツクラブの自立的な運営や活性化を支援します。

（３）高齢者のスポーツ参加の促進
少子高齢化の進行により、高齢者が増加していることから、より多くの高齢者が運動・

スポーツに親しむことができるよう、運動・スポーツに参加する機会の提供に努めます。
① より多くの高齢者の運動・スポーツへの参加を促すため、（一社）三重県レクリエー
ション協会や総合型地域スポーツクラブと連携し、高齢者が親しみやすいレクリエー
ションや運動・スポーツへの参加を促進するとともに、ホームページや広報紙等を用
いた、効果的な情報発信を行います。

② 運動・スポーツは高齢者の健康増進に資する等、さまざまな価値があることから、
本県の各部局で運動・スポーツに関わる取組が進められています。高齢者の心身の健
康増進や生きがいづくり等、各部局で進められている取組と連携しながら、高齢者が
運動・スポーツに親しむことができるよう取組を進めます。

（４）女性のスポーツ参加の促進

女性は、中学校や高等学校での運動部活動への参加率が低く、また、結婚や出産、子育
て等により、運動・スポーツに親しむ機会が少なくなる傾向があります。
運動・スポーツは健康増進に資すること、また子育て期の女性が子どもとともに運動・

スポーツに親しむことで、子どもが幼児期に運動・スポーツに親しむことが期待できるこ
と等から、より多くの女性が運動・スポーツに親しむことができるよう、参加機会の提供
に努めていきます。
① 家事や子育てをしていても、スポーツに親しむことができるよう、子どもと一緒に
運動できるイベント等を実施します。また、みえスポーツフェスティバルでは、種目
団体と連携しながら、母親と子どもが一緒に参加しやすいイベントとなるよう取り組
んでいきます。

② 総合型地域スポーツクラブには、多くの女性会員が参加しています。総合型地域ス
ポーツクラブの運営に女性が参画することで、より女性が参加しやすい、親しみやす
い取組が期待できるとともに、子育て期の女性等、新たな会員の増加が期待できるこ
とから、先進事例の調査研究等を行います。
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※１ 総合型地域スポーツクラブ
子どもから高齢者まで、誰でも気軽に多種目のスポーツを楽しむことができるよう、地域の人
たちが主体的に運営するスポーツクラブ。

※２ ビジネスパーソン世代
特にスポーツ実施率が低い 30～40歳代。普段は仕事や家事、育児等で忙しく、運動やスポー
ツに対してまとまった時間が取りにくい世代。

※３ みえ広域スポーツセンター
総合型地域スポーツクラブをはじめとする地域スポーツを推進するため、「三重県地域連携部
国体・全国障害者スポーツ大会局 スポーツ推進課」内に置いた県の機能。

＜ 2022 年度の到達目標＞

目標項目 現状値

2017 (平成 29)年度

目標値

2022 年度

目標項目の説明

成人の週１回以上の

運動・スポーツの

実施率

43.2％ 65.0％ みえ県民意識調査にお

いて、1週間に 1回以

上、運動・スポーツ

（ウォ―キング、ラン

ニング、水泳、テニ

ス、バレーボール等）

を実施している県民

（成人）の割合

＜目標項目の選定理由＞
地域スポーツ推進の取組を通じて、県民がスポーツに親しみ、スポーツを「する」人の拡大
をめざす観点から、当該目標項目を選定しました。

＜目標値の考え方＞
「三重県スポーツ推進計画」に掲げる目標値が未達成であるため、引き続き同様の目標値を
設定しました。
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現状と課題
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競技スポーツの推進に取り組むことは、本県選手等が、オリンピック競技大会等の国際
大会や全国規模の大会で活躍することにつながり、県民の皆さんに夢と感動を届けるとと
もに、一体感を醸成し、郷土への思いをともにすることができます。
本推進施策では、ジュニア（※１）から、少年（※２）、成年（※３）までの本県選手の育成・

強化や指導者の養成・確保、スポーツ環境の整備、競技スポーツを支える仕組みづくりに
取り組み、本県の競技力の向上を図り、三重とこわか国体での天皇杯・皇后杯獲得をめざ
すとともに、国体後も競技力を維持できるようにしていきます。

本県では、2013（平成25）年５月に知事を本部長とする「三重県競技力向上対策本部」
を設置し、国内外の大会で活躍できる本県選手等の育成に取り組み、競技力の向上を図っ
ています。あわせて、「三重県競技力向上対策基本方針」を策定し、2021年の三重とこわ
か国体での天皇杯・皇后杯獲得に向けて競技力の向上が図られるよう、また、大規模大会
終了後も安定的な競技力が維持されるよう、取り組んでいます。
これまでの取組の結果、本県選手等が、オリンピック競技大会等の世界の舞台で活躍し、

国内においても、全国大会における入賞数は増加しつつありますが、競技力の向上には伸
び悩みもみられます。三重とこわか国体に向けて、重点的かつ戦略的に競技力向上の取組
を進める必要があります。
子どもたちは、オリンピック競技大会等の国際大会や全国大会等で活躍する可能性を秘

めています。国内の大会はもとより、世界の舞台で活躍する将来の本県選手等を育成する
ため、早期に子どもの才能を見出し、育成、強化に取り組む必要があります。
本県の競技力を向上させ、大規模大会終了後も競技力の維持を図るためには、本県選手

等の強化活動を充実することとあわせて、このようなトップアスリートが本県に定着でき
るような取組が必要です。このことにより、アスリートとしての経験や知識をもとに、後
進の育成や地域での指導に力を発揮する等、スポーツの裾野を拡げ、その能力が地域社会
に還元されることが期待されます。
本県に関わりのある多くの女性アスリートが、国内外の舞台で大きな活躍をしています。

女性アスリートには、結婚や出産、子育て等を経て、競技を継続することが困難になるこ
とがある等、特有の課題がありますが、女性が継続して競技を行うことができるよう、サ
ポート体制を整えていく必要があります。また、女性指導者やそれを支える女性スタッフ
の養成等に取り組む必要があります。
アスリートの育成、強化の取組とあわせて、競技力の向上のためには、指導者の指導力

向上を図るとともに、優秀な指導者やスタッフを養成、確保する必要があります。
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競技団体が行う競技力向上の取組の環境を整えるため、各競技に必要な競技用具等の整
備を計画的に進めていく必要があります。
本県選手等が活躍するためには、競技団体等関係者の取組だけでなく、県民や企業等の

皆さんの関心と理解を深め、スポーツを「みる」、「支える」取組が重要です。
また、競技力の向上とあわせ、スポーツ・インテグリティ（※４）の保護・強化のため、競

技スポーツにおける選手や指導者、競技団体等のコンプライアンスの遵守やガバナンスの
強化に向けた取組が求められます。

（１）ジュニア選手及び少年選手の育成・強化

未来のトップアスリートの育成を図るため、ジュニア・少年選手の強化指定及び支援を
行うとともに、運動部、ジュニアクラブの強化活動を支援し、ジュニア選手から少年選手
まで一貫した育成・強化を図ります。
① 将来有望なジュニア選手を強化指定するとともに、各競技団体が実施する強化活動
への支援を行います。

② 県民の皆さんからの寄附金を財源として、将来、オリンピック競技大会等の国際大
会で活躍が期待できるジュニア・少年選手を強化指定し、強化活動への支援を行いま
す。

③ 全国大会等で活躍が期待できる運動部、ジュニアクラブを強化指定し、強化活動へ
の支援を行います。

（２）成年選手の育成・強化

オリンピック競技大会等の国際大会や国民体育大会をはじめとする全国大会等で活躍で
きる成年選手を育成・強化するため、本県出身の選手等の支援を進めるとともに、成年選
手の県内定着に向けた取組と強化活動への支援を進めます。
また、大会等で活躍した選手が競技生活を終えた後も指導者等として活躍できるよう、

支援を進めます。
① 全国大会等で活躍が期待できる成年選手を強化指定し、強化活動への支援を行いま
す。

② トップアスリートが県内に定着できるよう、（公財）三重県体育協会及び競技団体
と連携し、県内企業等の協力を得て選手の県内受入を拡大するとともに、県内に定着
したアスリートが今後の国民体育大会等の大会で活躍できるよう、競技環境の整備を
進めます。

③ 全国大会等で活躍が期待できる大学運動部、企業・クラブチームを強化指定し、強
化活動への支援を行います。

④ 大会等で活躍した選手が競技生活を終えた後も指導者等として活躍し、その能力を
地域社会に還元できるよう、スキルアップ支援等を進めます。
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※４ スポーツ・インテグリティ
スポーツにおける誠実性・健全性・高潔性。ドーピング、八百長、違法賭博、暴力、ハラスメン
ト、差別、団体ガバナンスの欠如等の不正がない状態であり、スポーツに携わる者が自らの規範
意識に基づいて誠実に行動することにより実現されるものとして、国際的に重視されている概念。

※５ チームビルディング
チームのメンバーがそれぞれの能力を主体的に発揮しながらも、一丸となって目的達成をめざす
組織づくり。

＜ 2022 年度の到達目標＞

目標項目 現状値

2017 (平成 29)年度

目標値

2022 年度

目標項目の説明

国民体育大会の男女

総合成績

27 位 10 位以内 国民体育大会におけ

る正式競技の参加得

点（ブロック大会を含

む）と冬季大会および

本大会の競技得点の

合計による都道府県

ごとの男女総合順位

＜目標項目の選定理由＞
2021年に本県で開催する三重とこわか国体において、天皇杯・皇后杯の獲得をめざすと
ともに、大会終了後も安定した競技力を確保するため、計画的に競技水準を向上させる
観点から、当該目標項目を選定しました。

＜目標値の考え方＞
三重とこわか国体を開催する 2021 年に天皇杯・皇后杯を獲得し、その翌年も引き続き
競技力を維持するものとして設定しました。
※参考

「三重県競技力向上対策基本方針」における目標設定

期間 年度 国体目標

基盤・体制づくり期 2013（平成 25）年～2015（平成 27）年 20 位台

育成期 2016（平成 28）年～2018（平成 30）年 10 位台

躍進期 2019（平成 31）年～2020 年 10 位以内

2021 年 天皇杯・皇后杯獲得

安定期 2022 年 10 位以内
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推進施策４　障がい者によるスポーツ活動の推進

推進施策の基本的な取組方向

現状と課題

22

運動・スポーツを通じた障がいのある人の社会参加の拡大には、障がいの種類や程度、
ライフステージに応じ、障がいのある人が身近な地域で日常的に運動・スポーツに親しむ
環境づくりに取り組むことが必要です。さらに、共生社会の実現に向けて障がい者スポー
ツの裾野を拡げるためには、障がい者スポーツの認知度を高めるとともに、障がい者スポ
ーツを「する」人材の育成だけでなく、「みる」機会の創出や、「支える」人材の養成・確
保が求められます。
本推進施策では、2021年に本県で開催する三重とこわか大会に向けて、障がい者スポ

ーツ選手や団体等を育成する等、障がいのある人が運動・スポーツに取り組む機会の充実
と参加意欲の向上を図るととともに、障がい者スポーツの裾野の拡大に取り組み、運動・
スポーツを通じた障がいのある人の自立と社会参加を促進します。

2020年に開催される東京パラリンピック競技大会に向けて、障がい者スポーツへの期
待や関心が高まることが予想されます。さらに本県においては、2021年に三重とこわか
大会が開催されます。障がい者スポーツの裾野を拡げる好機であり、障がい者スポーツを
「する」人材の育成、「みる」機会の創出、「支える」人材の養成・確保が求められます。
三重とこわか大会の開催に向けては、市町や競技団体等と連携・協力し、基本方針の策定

や、会場地の選定に取り組む等、準備を進めています。また、全国障害者スポーツ大会の予
選大会である「北信越・東海ブロック予選会」の開催誘致により、障がい者スポーツにおけ
る選手への支援や大会運営等の経験の蓄積につながりました。今後も引き続き、障がい者ス
ポーツ指導員・審判員等の大会を「支える」人材を計画的に養成する等、三重とこわか大会
の開催に向けた準備を着実に進めることが重要です。
障がい者スポーツを競技として「する」人材について、選手の育成・強化に取り組んだ結

果、国内外の大会で活躍する選手も現れています。また、三重とこわか大会の開催を契機
に、障がい者スポーツの競技団体が新たに結成され、全国障害者スポーツ大会の予選大会へ
も出場しています。選手の発掘や、選手を支える指導者等の人材の養成、練習環境の向上を
図り、障がい者スポーツ選手や競技団体の競技力の向上に取り組むことが必要です。
また、障がい者スポーツは、余暇や健康のための楽しみとして「する」ことも重要です。

障がいの程度や種別に関係なく、運動・スポーツを楽しむ「三重県ふれあいスポレク祭」を
開催するとともに、障がい者スポーツ指導員等の派遣を通じて、県内各地で定期的にスポー
ツ教室が開催されるようになり、障がい者スポーツに親しむ人が増加しています。運動・ス
ポーツへの参加機会の提供や障がいの特性を理解した指導員の養成等、障がいのある人が
安心して運動・スポーツに参加できる環境づくりが必要です。
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（１）三重とこわか大会の開催準備と障がい者スポーツ選手等の育成

三重とこわか大会の開催に向けて、関係機関と連携しながら準備を進めます。また、障
がい者スポーツ選手等のスポーツを「する」人材の育成を進めるとともに、「みる」機会
の創出、「支える」人材の養成・確保に取り組みます。
① 市町や三重県障がい者スポーツ協会、三重県障がい者スポーツ指導者協議会等の関
係機関と連携し、三重とこわか大会の開催に向けた準備を進めます。

② 全国障害者スポーツ大会の団体競技の予選会である「北信越・東海ブロック予選会」
の県内開催を誘致し、競技団体・選手の育成や競技大会運営の経験の蓄積を図ります。

③ 広報紙やホームページ、ソーシャルメディアへの掲載やイベントの開催等により、
三重とこわか大会の魅力を発信することで、三重とこわか大会の「みる」機会の創出
に取り組みます。

④ 障がい者スポーツ指導員、審判員、障害区分判定員及び意思疎通支援者等、三重と
こわか大会を「支える」人材を、計画的に養成・確保します。

⑤ パラリンピック競技大会等の国際大会や国内大会で活躍できる障がい者スポーツ選
手を育成するため、個々の障がいの状況に応じた練習プログラムを競技指導者、理学
療法士及び障がい者スポーツ医等と共同で作成し、選手強化を進めます。

あわせて、障がいのある子どもたちが学校や地域で運動・スポーツを楽しむことができる
環境をつくることが、運動習慣の定着につながります
また、東京パラリンピック競技大会や三重とこわか大会に向け 障がい者スポーツへの関

心が高まる中、東京パラリンピック事前キャンプ地誘致に取り組む等、障がい者スポーツの
魅力を発信することで、障がい者スポーツを「みる」機会の創出を図り、障がい者スポーツ
への理解や普及につなげていくことが求められます。

2018（平成 30）年 北信越・東海ブロック予選会

車いすバスケットボール
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＜2022 年度の到達目標＞

目標項目 現状値

2017 (平成 29)年度

目標値

2022 年度

目標項目の説明

障がい者スポーツに

関心がある県民の

割合

－

（参考）東京都

2017 (平成 29)年度

57.1％

60.0％ 「e-モニター調査」で

「関心がある」、「やや

関心がある」割合の合

計

＜目標項目の選定理由＞
障がい者スポーツの裾野を拡げるためには、実際に障がい者スポーツを「する」「みる」
「支える」県民の皆さんの関心を高めることが重要であることから、当該目標項目を選定
しました。

＜目標値の考え方＞
2017（平成 29）年度、東京都が都民を対象に実施した同様の調査結果 57.1％を参考に、
東京パラリンピック競技大会、三重とこわか大会の開催により、本県においても障がい者
スポーツへの関心が高まることが見込まれることから、2022年度の目標値は東京都を上
回る 60.0％と設定しました。

25

④ 障がいのある子どもたちと障がいのない子どもたちが、障がい者スポーツを通じた
交流及び共同学習に参加することで、ともに身体を動かす喜びや楽しさを共有し、お
互いを理解し合う機会とします。

⑤ 広報紙やホームページ、ソーシャルメディアへの掲載や、障がいのある人と障がい
のない人が一緒に障がい者スポーツを体験できるイベントの開催等により、障がい者
スポーツの魅力を発信し、障がい者スポーツの「みる」機会の創出に取り組むことで、
障がい者スポーツへの理解を促進し、障がい者スポーツの普及につなげます。

⑥ 障がい者スポーツ指導員等について、障がい者スポーツを「支える」人材として計
画的に養成するとともに、養成した人材のスキルアップを図ります。

⑦ 障がいのある人がスポーツに参加、観戦できる機会を拡充するため、県営スポーツ
施設におけるバリアフリー環境の整備や、利便性の向上に取り組みます。
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我が国では、2019（平成 31）年の「ラグビーワールドカップ」、2020年の「東京オリ
ンピック・パラリンピック競技大会」、さらに 2021年には「ワールドマスターズゲーム
ズ 2021関西」といった世界規模の大規模スポーツ大会が連続して開催されます。本県で
も、2018（平成 30）年に全国高等学校総合体育大会（インターハイ）を開催し、さらに
2020年に全国中学校体育大会、2021年には三重とこわか国体・三重とこわか大会等の
大規模大会を開催することから、2017（平成 29）年からの５年間を「みえのスポーツイ
ヤー」とし、スポーツ推進の好機として位置付けています。
また近年、恵まれた自然環境や充実した施設・設備、地域に根ざして活動するクラブチ

ーム等、地域のスポーツ資源を生かした「スポーツツーリズム（※）」の取組が県内各地で
展開されつつあります。
大規模大会の開催や、東京オリンピック・パラリンピック競技大会のキャンプ地誘致、

スポーツツーリズムによる交流人口の拡大により、地域の活性化につながることが期待さ
れます。
また、スポーツを通じた地域の活性化には、「する」人だけでなく、「みる」人や「支え

る」人の存在が不可欠です。本県における大規模大会の開催は、スポーツを「みる」機会
の創出と「支える」人材を養成する機会となります。
本推進施策では、スポーツを通じた地域の活性化の取組を、市町等と連携しながら進め

ます。

本県では、2017（平成29）年からの５年間を「みえのスポーツイヤー」とし、スポー
ツ推進の好機として位置付けています。2018（平成30）年に開催された全国高等学校総
合体育大会（インターハイ）では、本県選手の活躍もあり、スポーツへの関心・機運が大
いに高まりました。この流れを、2020年に開催する全国中学校体育大会、2021年に開催
する三重とこわか国体・三重とこわか大会につなげていくことが必要です。
このような大規模大会の開催は、県民の皆さんの夢や感動を育み、一体感を醸成するだ

けでなく、交流人口の拡大を生み、地域の活性化につなげることができます。さらに、地
域の持つ自然環境や充実した施設・設備、地域に根ざして活動するクラブチーム等、地域
のスポーツ資源を生かした「スポーツツーリズム」の取組が県内各地で展開されつつあり
ますが、この取組も地域経済の活性化に貢献します。このため、市町と連携しながら、
「スポーツツーリズム」等のスポーツを通じた地域の活性化の取組を進めていくことが
重要です。

推進施策５　スポーツを通じた地域の活性化

推進施策の基本的な取組方向

現状と課題

26
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また、国内トップリーグ等で活躍するクラブチームによるスポーツ教室の開催等の取組
を進めてきたところ、夢や感動が育まれ、スポーツの裾野が拡がりつつあります。このよ
うなクラブチームは、地域に根ざし、地域の皆さんとともに取り組むことにより、一体感
を醸成するとともに交流を促進し、地域の活性化につながると考えられます。このことか
ら、地域に根ざしたトップチームの育成に、市町と連携しながら取り組む必要があります。

2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催は、世界で活躍するトッ
プアスリートに接するまたとない好機です。市町等と連携しながら、これらの大会での事
前キャンプ地の誘致や、交流事業を進めていく必要があります。
誰もがスポーツの価値を共有するためには、スポーツを「する」人だけでなく、スポー

ツを「みる」人、スポーツを「支える」人の存在も不可欠です。
東京オリンピック・パラリンピック競技大会や三重とこわか国体・三重とこわか大会の

開催等、県民がトップレベルのスポーツに接するこの機会を活用し、スポーツを「みる」
機会の創出を図ることが求められます。
また、全国高等学校総合体育大会（インターハイ）では、高校生を中心に、多くのボラ

ンティアが大会運営を支えました。三重とこわか国体・三重とこわか大会等の大規模大会
の開催に向けて、大会の運営に関わることができるボランティア等の養成を進め、スポー
ツを「支える」人材を養成することが必要です。

（１）三重とこわか国体・三重とこわか大会等の開催や、スポーツツーリズムの取組を

通じた地域の活性化

市町等と連携し、三重とこわか国体・三重とこわか大会等の大規模大会の開催や、地域
のスポーツ資源を生かした「スポーツツーリズム」の取組により、交流人口の拡大等、地
域の活性化につなげていきます。
① 県内では、地域のスポーツ資源を生かした大規模なスポーツイベントや、スポーツ
合宿の誘致等を通じて交流人口の拡大を図る等、スポーツツーリズムの推進によって
地域の活性化につなげる取組を進めている市町があります。より多くの市町でこのよ
うな取組が進むよう、市町のニーズに合った研修会を開催する等の支援を行います。

② 三重とこわか国体・三重とこわか大会を盛り上げていただく県民の皆さんの活動
「とこわか運動」への参加を広く呼びかけ、「する」「みる」「支える」人材を育成・養成
します。

③ 三重とこわか国体・三重とこわか大会等の大規模大会の開催を一過性のものとしな
いため、両大会の開催後を見据え、スポーツを通じた地域活性化の取組について、市
町と連携し、検討を進めていきます。
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※ スポーツツーリズム
地域のスポーツ資源（恵まれた自然環境や充実した施設・設備、地域に根ざして活動するクラブ
チーム等）を生かして、地域における交流人口の拡大や地域経済への波及効果等を図る取組。

＜2022 年度の到達目標＞

目標項目 現状値

2017 (平成 29)年度

目標値

2022 年度

目標項目の説明

スポーツを通じて

夢や感動が育まれて

いると感じる県民の

割合

84.2％ 90.0％ 「e-モニター調査」で

「感じる」、「どちらか

といえば感じる」割合

の合計

＜目標項目の選定理由＞
本県で開催する三重とこわか国体・三重とこわか大会等の大規模大会に向けて、競技力の向
上をはじめ、さまざまな取組を進めており、これらの関わりを通じて県民に夢や感動が育ま
れると期待できることから、当該目標項目を選定しました。

＜目標値の考え方＞
三重とこわか国体・三重とこわか大会等の大規模大会の開催は、本県のスポーツ推進のまた
とない好機であり、スポーツへの参加意欲の向上や関心の高まりが期待されることから、現
状値を上回る目標値を設定しました。

29

② 2020年の全国中学校体育大会、2021年の三重とこわか国体・三重とこわか大会等
の大規模大会の開催に向けて、大会の運営に関わることができるボランティア等を募
集し、スポーツを「支える」人材の養成を進めます。

③ 大規模大会開催等の経験を生かし、大会ボランティア等が大会終了後も県内でスポ
ーツを「支える」人材として引き続き活動し、ボランティア活動が維持・継続できる
よう、市町や関係団体と連携して活動を支援します。



推進施策６　施設の整備等

推進施策の基本的な取組方向

現状と課題
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スポーツ施設について、整備や適切な管理運営を行っていくことは、県民の皆さんが
スポーツに親しむとともに、本県のスポーツ選手が競技力を高めていくうえで、大変重
要な取組です。
本推進施策では、2021年の三重とこわか国体・三重とこわか大会等の大規模大会に

向けて、必要となるスポーツ施設の整備を進めます。あわせて、施設の効率的・効果的
な管理運営を進めるとともに、利用者の利便性が確保できる環境を整備します。

本県のスポーツ施設は、1975（昭和 50）年のみえ国体を契機に整備が進められて以
降、新たな整備も少なく、施設の老朽化が進んでいます。
また、スポーツ庁の「体育・スポーツ施設現況調査」（2015（平成 27）年度）による

と、本県の公共スポーツ施設は、近隣府県と比べて、その数は少なく、相対的にみれば
十分とは言えない状況であり、大規模大会やプロスポーツの公式試合が開催できるよう
な施設も少ない状況です。
このような状況をふまえ、2013（平成 25）年に、今後の県営スポーツ施設の整備、

充実や、市町が整備や管理運営を行うスポーツ施設への県の関与のあり方等について取
りまとめた「三重県スポーツ施設整備計画」を策定しています。
さらに、2018（平成 30）年に開催された全国高等学校総合体育大会（インターハイ）

や、2020年の全国中学校体育大会、2021年の三重とこわか国体・三重とこわか大会等
の大規模大会を開催するにあたっては、施設基準をはじめとするさまざまな規定や観客
収容、アクセス等の利便性を確保していくことで、参加者が快適に競技に臨める環境を
整備することが求められています。
そのため、「三重交通Ｇ スポーツの杜 鈴鹿」や「三重交通Ｇ スポーツの杜 伊勢」等

の県営スポーツ施設について、大規模大会の施設基準を満たすべく、必要な整備を行っ
ていますが、地方財政を取り巻く環境は厳しく十分とは言えません。
現在、多様な財源確保策の取組として、県営スポーツ施設２か所にネーミングライツ

を導入しているところですが、今後、国や（独）日本スポーツ振興センターによる補助
金等、多様な財源確保に努めるとともに、県だけでなく、本県での大規模大会の開催を
契機とした市町におけるスポーツ施設の整備も働きかけていく必要があります。
スポーツ施設の利用者は年々増加傾向にあることから、利用者の安全安心と利便性を

確保し、スポーツに親しむ機会を引き続き提供するとともに、優れたスポーツ環境を提
供していくことについて、整備から管理運営までトータルコストを適切にマネジメント
していく必要があります。



取組内容
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＜2022 年度の到達目標＞

目標項目 現状値

2017 (平成 29)年度

目標値

2022 年度

目標項目の説明

県営スポーツ施設

年間利用者数

842,648 人 969,930 人 国体・全国障害者スポ

ーツ大会局が所管する

県営スポーツ施設

(三重交通Ｇ スポーツ

の杜 鈴鹿、三重交通Ｇ

スポーツの杜 伊勢、

県営松阪野球場、県営

ライフル射撃場）の

年間利用者数

＜目標項目の選定理由＞
スポーツ施設の整備や施設管理に適切に取り組んだことへの効果を示すと考えられるこ
とから、当該目標項目を選定しました。

＜目標値の考え方＞
各施設の指定管理者が目標値として設定している年間利用者数の合計値を基に設定しま
した。

32

③ ネーミングライツによる愛称（「三重交通Ｇ スポーツの杜 鈴鹿」、「三重交通Ｇ
スポーツの杜 伊勢」）について、ホームページや広報紙により、普及・定着に努め
るとともに、ネーミングライツ料を活用して、施設におけるサービスの維持・向上
や県内におけるスポーツの振興と発展を図っていきます。
また、新たな財源確保に向けての取組を進めます。

④ 公立学校体育施設の開放を進め、利用者の利便性を確保するとともに、サービス
の維持・向上を図ります。



推進施策７　大規模大会の開催を契機としたスポーツの推進

推進施策の基本的な取組方向

現状と課題
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本県では、2018（平成 30）年に全国高等学校総合体育大会（インターハイ）が開催
されました。今後、2020年には全国中学校体育大会、2021年には三重とこわか国体・
三重とこわか大会が開催されます。これらの大規模大会の開催は、県民の皆さんが広く
スポーツに触れ、スポーツに親しむ機会となり、本県のスポーツの推進にとって、また
とない好機となります。このため、開催のレガシー（※）を次世代に継承することで、開
催を一過性のものとせず、「する」だけでなく「みる」「支える」も含めたスポーツへの
興味・関心の維持や、長期的な視点に立ったスポーツの振興、スポーツを通じた地域活
性化をめざしていきます。
本推進施策では、このような大規模大会の開催を契機としたスポーツの推進について、

市町、競技団体等のさまざまな主体と連携しながら、取組を進めていきます。

2018（平成30）年、本県で開催された全国高等学校総合体育大会（インターハイ）で
は、平成に入って最多となる52件の入賞を果たす等、本県選手がすばらしい成績を収め
ました。また、総合開会式における歓迎演技や競技運営補助、広報活動、手作り記念品
の製作等の活動に多くの高校生が携わり、大会を支えました。
それに続き、2020年には全国中学校体育大会の開催が予定されています。大規模大会

開催のノウハウを継承するとともに、2021年に開催される三重とこわか国体・三重とこ
わか大会に向けて本県のスポーツ推進の機運醸成が期待されます。
また、三重とこわか国体・三重とこわか大会については、2012（平成24）年１月に本

県での開催が内々定後、行政をはじめ、スポーツ団体、経済団体等で構成する「第76回
国民体育大会三重県準備委員会」を設立し、「県民総参加」「簡素・効率化」「情報発信と
交流の輪づくり」「本県のスポーツの推進」の４つを実施目標とした「第76回国民体育大
会開催基本方針」を決定しました。その後、開催基本方針に基づき、開催地市町の選定
や会期、各種計画等、開催に向けた諸準備を進めてきました。

2018（平成30）年７月には、三重とこわか国体・三重とこわか大会の開催が正式に決
定されたことを受け、準備委員会を「三重とこわか国体・三重とこわか大会実行委員会」
に改組しました。
今後は、イメージソングやダンス等を活用したさまざまな広報活動により開催機運を

盛り上げ、また、県民の皆さんが両大会に「する」「みる」「支える」といったさまざま
な形で関わっていただけるよう、「とこわか運動」（県民運動）を進めるとともに、市町、
競技団体等のさまざまな主体との連携により開催準備を進めていく必要があります。
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さらに、三重とこわか国体・三重とこわか大会等の大規模大会の開催は、本県にスポ
ーツインフラの整備等の有形のレガシーや、スポーツに対する関心、大会運営のための
ノウハウ、おもてなしの精神、競技力の向上等の無形のレガシーといった、さまざまな
レガシーを創出することが見込まれます。このレガシーを一過性のものとするのではな
く、長期的な視点でのスポーツの振興や、スポーツを通じた地域活性化につなげていく
ための取組を行うことが求められます。

（１）全国中学校体育大会の開催

2018（平成 30）年に開催された全国高等学校総合体育大会（インターハイ）では、
総合開会式と 14競技 15種目が本県で開催されました。2020年には全国中学校体育大
会（４競技４種目）が、本県を含む東海ブロックで開催することが決定しています。市
町、競技団体等と連携し、これらの大会の開催を通じて得られた成果を、本県のスポー
ツの推進につなげていきます。
① 2020年の全国中学校体育大会の開催に向け、東海各県の教育委員会及び関係団体
との調整、協議を進めていきます。

② 大会の開催を県民の皆さんに広く周知し、本県のスポーツの推進につなげると
ともに、本県の魅力を全国に発信する絶好の機会とするため、市町や関係団体、
関係部局と連携しながら、積極的な情報発信に努めます。

③ 大会の開催によりスポーツを「みる」機会を創出するとともに、中学生による運
営の補助等を通じて、「支える」人材の養成を進め、スポーツに対する関心を高める
ことで本県のスポーツの推進を図ります。

④ 全国規模の大会を開催するノウハウを継承し、開催市町、関係団体等と連携しな
がら、地域とともに大会を盛り上げる魅力ある大会運営をめざします。

（２）三重とこわか国体・三重とこわか大会の開催

三重とこわか国体・三重とこわか大会の開催機運を醸成するため、広報活動を推進す
るとともに、県民の皆さんが「する」「みる」「支える」というさまざまな形で関わって
いただけるよう「とこわか運動」（県民運動）を進めていきます。
また、市町や競技団体等と連携して、開・閉会式の式典準備をはじめ、競技役員等の

養成、競技施設や競技用具整備等の準備を進めます。
① イメージソングやダンス等を活用したさまざまな広報活動により開催機運を盛り
上げ、また、県民の皆さんが両大会に関わっていただけるよう、「とこわか運動」
（県民運動）として多様な取組を進めます。

② 両大会の会場地市町と連携して、輸送・交通、宿泊、医事・衛生、警備・消防等、
各分野での準備を進めます。

③ 県民の皆さんが、両大会に「する」「みる」「支える」といったさまざまな関わり
を持つことで、スポーツを通じた人づくりにつなげていきます。
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１ 計画の進行管理

（１）部局横断的な取組の推進

スポーツは、あらゆる世代、性別等を問わず親しむことができ、心身の健康の
保持増進や地域の活性化に資する等、多面的な価値を有しています。このため、
本県では、高齢者の健康増進の取組をはじめ、生涯にわたる健康づくりの取組や
スポーツツーリズムの取組等、各部局でスポーツに関わる取組が進められていま
す。本計画のめざす姿の実現に向けては、各部局の取組と連携しながら、総合的
に取り組んでいきます。

（２）三重県スポーツ推進審議会における進捗の評価

本計画のめざす姿の実現に向けて、計画に基づく県の取組の進捗状況、成果
や課題等について、三重県スポーツ推進審議会に毎年度報告するとともに、以
降の取組にかかる意見を求め、適切に計画の進捗を管理していきます。

（３）県議会への報告

本計画に基づく取組、本県スポーツの推進にかかる取組状況について、県議
会に随時、報告していきます。

（４）県民の皆さんへの周知・広報

県民の皆さんが本計画を通じて、スポーツを「する」「みる」「支える」とい
ったさまざまな形で関わっていただけるよう、本計画の概要や取組状況につい
て、ホームページ等の広報媒体を活用し、周知・広報を行います。

２ スポーツ関係団体との連携

（１）公益財団法人三重県体育協会

（公財）三重県体育協会は、本県におけるアマチュアスポーツを代表する団
体であり、スポーツの健全な普及・発展を図り、県民の皆さんの体力向上と健
康の増進及び青少年の健全育成に寄与することを目的として設立されています。
各種スポーツ教室や指導者に対する講習会の開催、スポーツ少年団の育成等、

地域でのスポーツの普及や競技力の向上に向けた事業等を実施し、本県の地域
スポーツの推進、競技力の向上に向けて重要な役割を担っています。
引き続き、県、市町や加盟する団体、民間事業者と連携をしながら、本県の

スポーツ推進に資することが期待されます。
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（２）一般社団法人三重県レクリエーション協会

（一社）三重県レクリエーション協会は、レクリエーションの総合的な普及、
振興に努め、県民の皆さんの心身の健全な発達と明るく豊かな社会生活づくり
に寄与することを目的として設立されています。
県民の皆さんが、体を動かすことに親しみやすいレクリエーションの普及の

ほか、レクリエーションにかかる指導者の育成や派遣、加盟する団体と連携し
て自主事業を実施する等、本県の地域スポーツの推進に向けて重要な役割を担
っています。
引き続き、加盟する団体と連携しながら、県民の皆さんがスポーツに親しむ

ための取組を進めることが期待されます。

（３）三重県障がい者スポーツ協会

三重県障がい者スポーツ協会は、障がい者スポーツを振興し、スポーツを通じ
て、障がいのある人の心身の健康の維持・増進と、社会参加意欲の高揚を図ると
ともに、県民の障がいのある人に対する一層の理解を深め、ノーマライゼーショ
ンの確立に寄与することを目的として設立されています。
障がい者スポーツの普及に向けた事業等を実施し、本県の障がい者スポーツの

推進に向けて重要な役割を担っています。
引き続き、県、市町や加盟する団体と連携しながら、本県の障がい者スポーツ

推進に資することが期待されます。

（４）加盟団体との連携

（公財）三重県体育協会、（一社）三重県レクリエーション協会、三重県障が
い者スポーツ協会と連携した取組を進めることで、それぞれの加盟団体と連携
した取組を進めていきます。

（５）三重県スポーツ推進委員協議会

スポーツ推進委員は、市町での地域スポーツの推進に重要な役割を担ってお
り、本協議会は、県内のスポーツ推進委員相互の連絡調整や、スポーツ推進委
員の資質向上を図ること等を目的として設立されています。
また、地域スポーツの推進に重要な役割を果たす総合型地域スポーツクラブ

の運営に際して、地域の皆さんと行政とのコーディネート役として期待されて
おり、県内の総合型地域スポーツクラブの育成や安定した運営に向けて、本県
の広域スポーツセンターと連携しながら、取組を進めることが期待されていま
す。
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３ 顕彰の実施

（１）地域スポーツの推進にかかる顕彰

地域、企業等の職域においては、スポーツの普及・発展に継続して尽力する
スポーツ関係者及びスポーツ優良団体が多くあります。
このような地域スポーツの推進に顕著な功績があるスポーツ関係者及びスポ

ーツ優良団体を表彰することや、広く広報することを通じて、地域スポーツの発展
に資するため、2013（平成 25）年度に地域スポーツの推進にかかる知事表彰制
度を創設しました。
引き続き、県民の皆さんの地域スポーツへの関心を高めるとともに、より多く

の県民の皆さんが地域スポーツに親しめるよう、顕彰を行うとともに、情報の発
信に努めます。

（２）競技スポーツにかかる顕彰

オリンピック・パラリンピック競技大会等の国際大会や国民体育大会、全国高
等学校総合体育大会（インターハイ）等の全国大会において、優秀な成績を収め
た団体・個人を表彰し、その功績を讃えることは、県民の皆さんのスポーツへの
関心を高め、本県選手等の意識高揚につながります。
このため、各関係団体と連携を図り、国際大会や全国大会で活躍した選手や指

導者の顕彰を行うとともに、情報発信に努めます。

三重県地域スポーツ推進功労者表彰式

三重とこわか国体・三重とこわか大会 開催 1000 日前イベント
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推
進
施
策

目
標

項
目

選
定

理
由

目
標
項
目
の
説
明

目
標
値
の
考
え
方

主
な

取
組

内
容

2
0
1
7
(
Ｈ

2
9
)

実
績

値
2
0
1
8
(
Ｈ

3
0
)

実
績

値
2
0
2
2

目
標

値
１

．
子

ど
も

の
体

力
向

上
と

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
充

実
「

全
国

体
力

・
運

動
能

力
、

運
動

習
慣

等
調

査
」

の
結

果
本

県
の

子
ど

も
の

体
力

状
況

を
全

国
と

客
観

的
に

比
較

し
、

子
ど

も
の

体
力

向
上

を
図

る
観

点
か

ら
、

当
該

目
標

項
目

を
選

定
し

ま
し

た
。

「
全

国
体

力
・

運
動

能
力

、
運

動
習

慣
等

調
査

」
に

お
け

る
本

県
の

体
力

合
計

点
の

全
国

と
の

比
較

（
小

学
校

５
年

生
男

女
お

よ
び

中
学

校
２

年
生

男
女

の
都

道
府

県
別

平
均

値
と

の
比

較
指

数
）

「
三

重
県

教
育

ビ
ジ

ョ
ン

」
に

定
め

る
2
0
1
9
（

平
成

3
1
）

年
の

目
標

値
を

達
成

し
、

そ
の

後
も

目
標

値
を

維
持

す
る

も
の

と
し

て
設

定
し

ま
し

た
。

①
家

庭
や

地
域

と
連

携
し

た
子

ど
も

の
運

動
機

会
の

拡
充

②
体

育
授

業
の

充
実

③
運

動
部

活
動

の
適

正
化

と
充

実

4
8
.
8
1

5
1
.
3
4

5
1
.
5

２
．

地
域

に
お

け
る

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
充

実
成

人
の

週
１

回
以

上
の

運
動

・
ス

ポ
ー

ツ
の

実
施

率
地

域
ス

ポ
ー

ツ
推

進
の

取
組

を
通

じ
て

、
県

民
が

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
み

、
ス

ポ
ー

ツ
を

「
す

る
」

人
の

拡
大

を
め

ざ
す

観
点

か
ら

、
当

該
目

標
項

目
を

選
定

し
ま

し
た

。

「
み

え
県

民
意

識
調

査
」

に
お

い
て

、
1
週

間
に

1
回

以
上

、
運

動
・

ス
ポ

ー
ツ

（
ウ

ォ
―

キ
ン

グ
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
、

水
泳

、
テ

ニ
ス

、
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
等

）
を

実
施

し
て

い
る

県
民

（
成

人
）

の
割

合

「
三

重
県

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

」
に

掲
げ

る
目

標
値

が
未

達
成

で
あ

る
た

め
、

引
き

続
き

同
様

の
目

標
値

を
設

定
し

ま
し

た
。

①
県

民
の

皆
さ

ん
が

運
動

・
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

む
機

会
の

拡
充

②
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

育
成

③
高

齢
者

の
ス

ポ
ー

ツ
参

加
の

促
進

④
女

性
の

ス
ポ

ー
ツ

参
加

の
促

進
⑤

ビ
ジ

ネ
ス

パ
ー

ソ
ン

世
代

の
ス

ポ
ー

ツ
参

加
の

促
進

⑥
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

4
3
.
2
%

－
6
5
.
0
%

３
．

競
技

力
の

向
上

国
民

体
育

大
会

の
男

女
総

合
成

績
2
0
2
1
年

に
本

県
で

開
催

す
る

三
重

と
こ

わ
か

国
体

に
お

い
て

、
天

皇
杯

・
皇

后
杯

の
獲

得
を

め
ざ

す
と

と
も

に
、

大
会

終
了

後
も

安
定

し
た

競
技

力
を

確
保

す
る

た
め

、
計

画
的

に
競

技
水

準
を

向
上

さ
せ

る
観

点
か

ら
、

当
該

目
標

項
目

を
選

定
し

ま
し

た
。

国
民

体
育

大
会

に
お

け
る

正
式

競
技

の
参

加
得

点
（

ブ
ロ

ッ
ク

大
会

を
含

む
）

と
冬

季
大

会
お

よ
び

本
大

会
の

競
技

得
点

の
合

計
に

よ
る

都
道

府
県

ご
と

の
男

女
総

合
順

位

三
重

と
こ

わ
か

国
体

を
開

催
す

る
2
0
2
1
年

に
天

皇
杯

・
皇

后
杯

を
獲

得
し

、
そ

の
翌

年
も

引
き

続
き

競
技

力
を

維
持

す
る

も
の

と
し

て
設

定
し

ま
し

た
。

①
ジ

ュ
ニ

ア
選

手
及

び
少

年
選

手
の

育
成

・
強

化
②

成
年

選
手

の
育

成
・

強
化

③
女

性
ア

ス
リ

ー
ト

の
サ

ポ
ー

ト
④

指
導

者
の

養
成

・
確

保
⑤

競
技

力
向

上
の

た
め

の
環

境
整

備
⑥

競
技

ス
ポ

ー
ツ

を
支

え
る

仕
組

み
づ

く
り

⑦
ス

ポ
ー

ツ
・

イ
ン

テ
グ

リ
テ

ィ
の

保
護

・
強

化

2
7
位

2
0
位

1
0
位

以
内

（
参

考
）

2
0
2
1

1
位

天
皇

杯
・

皇
后

杯
獲

得

４
．

障
が

い
者

に
よ

る
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

推
進

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

に
関

心
が

あ
る

県
民

の
割

合
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

裾
野

を
拡

げ
る

た
め

に
は

、
実

際
に

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

を
「

す
る

」
「

み
る

」
「

支
え

る
」

県
民

の
皆

さ
ん

の
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

当
該

目
標

項
目

を
選

定
し

ま
し

た
。

「
e
-
モ

ニ
タ

ー
調

査
」

で
「

関
心

が
あ

る
」

、
「

や
や

関
心

が
あ

る
」

割
合

の
合

計

2
0
1
7
（

平
成

2
9
）

年
度

、
東

京
都

が
都

民
を

対
象

に
実

施
し

た
同

様
の

調
査

結
果

5
7
.
1
％

を
参

考
に

、
東

京
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

、
三

重
と

こ
わ

①
三

重
と

こ
わ

か
大

会
の

開
催

準
備

と
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
　

選
手

等
の

育
成

②
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
の

裾
野

の
拡

大

－

（
参

考
）

東
京

都
2
0
1
7
(
H
2
9
)

5
7
.
1
%

－
6
0
.
0
%

５
．

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

地
域

の
活

性
化

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

夢
や

感
動

が
育

ま
れ

て
い

る
と

感
じ

る
県

民
の

割
合

本
県

で
開

催
す

る
三

重
と

こ
わ

か
国

体
・

三
重

と
こ

わ
か

大
会

等
の

大
規

模
大

会
に

向
け

て
、

競
技

力
の

向
上

を
は

じ
め

、
さ

ま
ざ

ま
な

取
組

を
進

め
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
関

わ
り

を
通

じ
て

県
民

に
夢

や
感

動
が

育
ま

れ
る

と
期

待
で

き
る

こ
と

か
ら

、
当

該
目

標
項

目
を

選
定

し
ま

し
た

。

「
e
-
モ

ニ
タ

ー
調

査
」

で
「

感
じ

る
」

、
「

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

感
じ

る
」

割
合

の
合

計

三
重

と
こ

わ
か

国
体

・
三

重
と

こ
わ

か
大

会
等

の
大

規
模

大
会

の
開

催
は

、
本

県
の

ス
ポ

ー
ツ

推
進

の
ま

た
と

な
い

好
機

で
あ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

参
加

意
欲

の
向

上
や

関
心

の
高

ま
り

が
期

待
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
現

状
値

を
上

回
る

目
標

値
を

設
定

し
ま

し
た

。

①
三

重
と

こ
わ

か
国

体
・

三
重

と
こ

わ
か

大
会

等
の

開
催

や
、

　
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
取

組
を

通
じ

た
地

域
の

活
性

化
②

地
域

に
根

ざ
し

た
ク

ラ
ブ

チ
ー

ム
の

育
成

・
支

援
③

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

の
事

前
　

キ
ャ

ン
プ

地
誘

致
④

ス
ポ

ー
ツ

を
「

み
る

」
機

会
の

創
出

、
「

支
え

る
」

人
材

の
　

養
成

8
4
.
2
%

8
1
.
1
%

9
0
.
0
%

６
．

施
設

の
整

備
等

県
営

ス
ポ

ー
ツ

施
設

年
間

利
用

者
数

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
整

備
や

施
設

管
理

に
適

切
に

取
り

組
ん

だ
こ

と
へ

の
効

果
を

示
す

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
当

該
目

標
項

目
を

選
定

し
ま

し
た

。

国
体

・
全

国
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

局
が

所
管

す
る

県
営

ス
ポ

ー
ツ

施
設

(
三

重
交

通
Ｇ

ス
ポ

ー
ツ

の
杜

鈴
鹿

、
三

重
交

通
Ｇ

ス
ポ

ー
ツ

の
杜

伊
勢

、
県

営
松

阪
野

球
場

、
県

営
ラ

イ
フ

ル
射

撃
場

）
の

年
間

利
用

者
数

各
施

設
の

指
定

管
理

者
が

目
標

値
と

し
て

設
定

し
て

い
る

年
間

利
用

者
数

の
合

計
値

を
基

に
設

定
し

ま
し

た
。

①
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

整
備

②
県

営
ス

ポ
ー

ツ
施

設
等

の
管

理
運

営
8
4
2
,
6
4
8
人

－
9
6
9
,
9
3
0
人

２
「

第
２

次
三

重
県

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

」
推

進
施

策
の

数
値

目
標

の
設

定
に

つ
い

て

41

か
大

会
の

開
催

に
よ

り
、

本
県

に
お

い
て

も
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
関

心
が

高
ま

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

2
0
2
2
年

度
の

目
標

値
は

東
京

都
を

上
回

る
6
0
.
0
％

と
設

定
し

ま
し

た
。
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３ 推進施策１ 子どもの体力向上とスポーツ活動の充実

（１）新体力テストの総合評価が「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」の子どもたちの割合

2014

(Ｈ26)

2015

(Ｈ27)

2016 

(Ｈ28)

2017 

(Ｈ29)

2018

(Ｈ30)

上段：目標値

下段：実績値

78% 80.0% 75.3% 75.5% 75.8%

72.9% 75.1% 75.5% 76.0% 78.0%

（２）体育担当教員向け研究協議会参加者数（各年５回開催）

2014

(Ｈ26)

2015

(Ｈ27)

2016 

(Ｈ28)

2017 

(Ｈ29)

2018

(Ｈ30)

参加者数

（人）
595 616 605 561 539

（３）小学校における新体力テストの継続実施率

2014

(Ｈ26)

2015

(Ｈ27)

2016 

(Ｈ28)

2017 

(Ｈ29)

2018

(Ｈ30)

継続実施率

（％）
72.8% 81.9% 88.9% 89.7% 92.1%

（４）運動部活動への派遣外部指導者数

2014

(Ｈ26)

2015

(Ｈ27)

2016 

(Ｈ28)

2017 

(Ｈ29)

2018

(Ｈ30)

派遣者数

（人）

上段：中学校

下段：高等学校

68 24 38 10 18

70 74 80 48 50

（５）全国体育大会への派遣生徒数

2014

(Ｈ26)

2015

(Ｈ27)

2016 

(Ｈ28)

2017 

(Ｈ29)

2018

(Ｈ30)

派遣者数（人）

上段：中学校

下段：高等学校

278 264 271 230 259

1,056 1,048 1,094 1,058 －
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47.4%

44.3% 43.2%

49.6%

46.2%
44.7%

45.7%

42.1% 42.1%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

H27 H28 H29

実施率

全体

男性

女性

４ 推進施策２ 地域におけるスポーツ活動の推進

（１）週１回以上運動・スポーツを行う成人の割合

（三重県実施「みえ県民意識調査」）＜2017(平成29)年＞

あなたは、１週間にどのくらい運動やスポーツを実施していますか。

※運動やスポーツの例：ラジオ体操、ストレッチ体操、腹筋・背筋など軽いトレーニング、

ウォーキング、ランニング、水泳、ゴルフ、テニス、バレーボールなどの様々な運動やスポーツ

（通勤方法に徒歩や自転車をいれるなど日常生活での工夫した運動も含む。）

（２）週１回以上の運動・スポーツ実施率

（三重県実施「みえ県民意識調査」）＜2017 (平成 29)年＞

（３）総合型地域スポーツクラブの会員数（三重県調べ）

2014

(Ｈ26)

2015

(Ｈ27)

2016 

(Ｈ28)

2017 

(Ｈ29)

2018

(Ｈ30)

上段：目標値

下段：実績値

25,500 25,500 27,050 27,150 27,250

25,903 26,955 27,033 27,012 26,694

7.4%7.4%

6.9%6.9%

7.8%7.8%

12.3%12.3%

7.4%7.4%

6.6%6.6%

5.3%5.3%

4.3%4.3%

6.6%6.6%

7.1%7.1%

5.7%5.7%

8.6%8.6%

9.1%9.1%

9.6%9.6%

6.8%6.8%

4.9%4.9%

3.3%3.3%

5.1%5.1%

11.5%11.5%

11.9%11.9%

11.2%11.2%

17.5%17.5%

14.1%14.1%

9.4%9.4%

8.0%8.0%

5.9%5.9%

9.6%9.6%

17.2%17.2%

17.6%17.6%

17.1%17.1%

16.4%16.4%

18.7%18.7%

16.3%16.3%

18.3%18.3%

14.7%14.7%

20.8%20.8%

12.9%12.9%

11.3%11.3%

14.6%14.6%

8.4%8.4%
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（３）国民体育大会における男女総合成績
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50
第５回 第１０回 第１５回 第２０回 第２５回 第３０回 第３５回 第４０回 第４５回 第５０回 第５５回 第６０回 第６５回 第７０回

回数 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回 第１０回

開催地 近畿地区 石川県 福岡県 東京都 愛知県 広島県 福島他2県 愛媛他3県 北海道 神奈川県

順位 － － 18 22 17 37 19 25 24 22

回数 第１１回 第１２回 第１３回 第１４回 第１５回 第１６回 第１７回 第１８回 第１９回 第２０回

開催地 兵庫県 静岡県 富山県 東京都 熊本県 秋田県 岡山県 山口県 新潟県 岐阜県

順位 44 42 37 43 39 37 43 40 42 38

回数 第２１回 第２２回 第２３回 第２４回 第２５回 第２６回 第２７回 第２８回 第２９回 第３０回

開催地 大分県 埼玉県 福井県 長崎県 岩手県 和歌山県 鹿児島県 千葉県 茨城県 三重県

順位 36 38 43 30 40 45 43 23 14 1

回数 第３１回 第３２回 第３３回 第３４回 第３５回 第３６回 第３７回 第３８回 第３９回 第４０回

開催地 佐賀県 青森県 長野県 宮崎県 栃木県 滋賀県 島根県 群馬県 奈良県 鳥取県

順位 9 24 21 30 36 30 28 47 44 43

回数 第４１回 第４２回 第４３回 第４４回 第４５回 第４６回 第４７回 第４８回 第４９回 第５０回

開催地 山梨県 沖縄県 京都府 北海道 福岡県 石川県 山形県 香川・徳島県 愛知県 福島県

順位 34 41 35 45 46 25 33 34 24 40

回数 第５１回 第５２回 第５３回 第５４回 第５５回 第５６回 第５７回 第５８回 第５９回 第６０回

開催地 広島県 大阪府 神奈川県 熊本県 富山県 宮城県 高知県 静岡県 埼玉県 岡山県

順位 35 36 42 29 44 43 45 41 44 36

回数 第６１回 第６２回 第６３回 第６４回 第６５回 第６６回 第６７回 第６８回 第６９回 第７０回

開催地 兵庫県 秋田県 大分県 新潟県 千葉県 山口県 岐阜県 東京都 長崎県 和歌山県

順位 35 37 40 44 32 32 38 41 32 27

回数 第７１回 第７２回 第７３回

開催地 岩手県 愛媛県 福井県

順位 27 27 20
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 511-0068 3 38  0594-23-4826 

 511-0202 936 0594-74-5028 

 
 510-0886 1-3-21 059-345-4111 

 
 513-0817 7-1-1 059-399-7120 

 
 519-0165 2-5-1 0595-97-3686 

 
 

514-0056 19-1 059-273-5522 

 515-1204 228 0598-34-0024 
 516-0021 4383-4 0596-22-7700 
 517-0022 1-6 0599-25-1268 
 517-0592 3098-22   0599-44-0339 
 518-0823 3184 0595-22-9635 
 518-0753 2928 0595-62-4141 
 519-3616 10-50 0597-23-8299 
 519-4392 796 0597-89-4111 

 498-8503 251 0567-68-1617 
 511-0295 1600 0594-86-2819 

 510-1234 871-2 059-394-3930 
 510-8522 893 059-377-2513 
 510-8123 314 059-366-7140 

 519-2181 1608 0598-38-1131 
 515-0333 1216-1 0596-52-7130 
 519-2404 750 0598-82-3791 
 519-0415 114-1 0596-58-8212 
 516-2195 1215-1 0596-62-2422 
 519-3111 849-3 0598-72-4040 

 516-1422 15 0596-77-0002 
 519-3292 769-1 0597-46-3125 
 519-5292 6120-1 05979-3-0526 
 519-5701 324 0735-33-0341 
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三重県地域連携部 国体・全国障害者スポーツ大会局総務企画課

大 会 名 第76回国民体育大会 第

第
２
次
三
重
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

平
成
三
十
一
年
三
月　
　
　

三
重
県

発行 平成31年３月

〒514-8570 三重県津市広明町13
TEL 059-224-2998 FAX 059-224-3022 Email kokutai@pref.mie.lg.jp
本計画は、国体・全国障害者スポーツ大会局ホームページに掲載しています。
http://www.pref.mie.lg.jp/D1SPORTS/73106045181.htm

三重とこわか国体・三重とこわか大会
マスコットキャラクター とこまる

三重とこわか国体・三重とこわか大会の概要

第２次三重県スポーツ推進計画
三重県地域連携部　国体・全国障害者スポーツ大会局　総務企画課

大 会 名 第76回国民体育大会 第21回全国障害者スポーツ大会

目 的

広く国民の間にスポーツを普及し、スポーツ精
神を高揚して国民の健康増進と体力の向上を図
り、併せて地方スポーツの推進と地方文化の発
展に寄与するとともに、国民生活を明るく豊か
にすることを目的としています。

障がい者が競技を通してスポーツの楽しさを体
験するとともに、国民の障がいに対する理解を
深め、障がい者の社会参加の推進に寄与するこ
とを目的としています。

愛 称 両大会は、「活力に満ちた元気な三重」につながる大会をめざしており、三重の人、地域、そし
て来訪者の全てが活力に満ち元気になることを願い、そのようなきっかけにつながる大会となる
ようにとの思いを込めて、活力に満ちた元気な姿を「いつまでも若いさま」という意味の「とこ
わか」に託しています。

開催期間 2021年9月25日（土）～10月5日（火） 2021年10月23日（土）～10月25日（月）

実施競技

正式競技 ：37競技
公開競技 ：5競技
特別競技 ：1競技
デモンストレーションスポーツ：32競技

個人競技 ：7競技
団体競技 ：7競技
オープン競技 ：未定

スローガン
両大会がきっかけとなって全ての人が夢と感動、喜びと充実感を味わい、大会後も元気で
あり続けていくような未来を願っています。

マスコット
三重とこわか国体・三重とこわか大会のマスコット 「とこまる」。
伊勢えびをモチーフにしています。
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